別表７

自主検査チェック表　（危険物施設）
	区　　分
	検　　　　　査　　　　　項　　　　　目
	結　果

	位　置
	１
	保安距離は、適正に確保されているか。
	

	
	２
	保有空地は、適正に確保され、空地内にドラム缶等の物品を置いていないか。
	

	
	３
	保安距離又は保有空地の緩和のために設けられた防火塀等に、亀裂や破損等はないか。
	

	構　造
	４
	建築物の主要構造部（壁、柱、はり、床、屋根、階段）に、破損等はないか。
	

	
	５
	窓又は出入口の防火戸に、変形、損傷はないか。
	

	
	６
	排水溝、ためます又は油分離槽に亀裂や破損はないか。また、土砂等の堆積や滞油はないか。
	

	
	７
	屋外施設の囲い及び床に、破損等はないか。
	

	
	８
	タンクの基礎若しくは架台又は防油堤に、変形、亀裂、損傷等はないか。
	

	危険物施設
	９
	タンク及び危険物取扱設備に、変形、亀裂、腐食等はないか。
	

	
	10
	危険物取扱設備の計器、制御装置、安全装置等は、損傷がなく、機能は適正か。
	

	
	11
	危険物等を取り扱う配管、バルブ等に変形、破損、腐食等はないか。
	

	
	12
	タンクの通気管、安全装置、自動表示装置、水抜管、注入口、計量口等は、変形、損傷がなく、機能は適正か。
	

	
	13
	タンク漏洩検知管内に土砂等の堆積はないか。また、ふたは容易に開閉することができるか。
	

	一般設備
	14
	配電盤、コンセント、電動機及び配線は損傷がなく、機能は適正か。
	

	
	15
	避雷設備、採光設備、照明設備、換気設備、排出設備等は、損傷がなく、機能は適正か。
	

	
	16
	電気設備に、絶縁不良や設置不良はないか。
	

	消防用設備等
	17
	消火設備は、破損、腐食等がなく、機能は適正か。また、設置場所は、適切か。
	

	
	18
	警報設備は、破損、腐食等がなく、機能は適正か。
	

	
	19
	避難設備は、破損等がなく、機能は適正か。
	


	区　　分
	検　　　　　査　　　　　項　　　　　目
	結　果

	貯蔵・取扱い
	20
	許可、届出品名以外の危険物の貯蔵、取扱いをしていないか。
	

	
	21
	許可、届出数量を超える危険物の貯蔵、取扱いをしていないか。
	

	
	22
	火気をみだりに使用していないか。
	

	
	23
	整理清掃をし、不要な物品を放置していないか。また、危険物のくず、かす等の廃棄その他の処置は適切か。
	

	
	24
	危険物等の性質に応じた遮光及び換気がなされているか。
	

	
	25
	危険物等収納容器は、破損、腐食等がなく、材質及び表示は適正か。また、容器の貯蔵、取扱いは、適切か。
	

	
	26
	危険物等収納容器の積み重ね高さは、適切か。
	

	
	27
	危険物等の漏れ、溢れ又は飛散の防止措置は、適切か。
	

	
	28
	タンクの注入口、計量口及び元弁の閉鎖は、適切か。
	

	
	29
	タンク防油堤の水抜口の閉鎖は、適切か。
	

	定期点検
	30
	保安検査は、適切に行われ、記録は、保存されているか。
	

	
	31
	定期点検は、適切に行われ、記録は、保存されているか。
	

	その他
	32
	無許可又は無届けで施設の位置、構造又は設備を変更していないか。
	

	
	33
	危険物取扱者が立ち会って危険物を取り扱っているか。
	

	
	34
	危険物保安統括管理者、危険物保安監督者、危険物施設保安員は、適切に業務を行っているか。
	

	
	35
	予防規程は遵守されているか。また、変更の必要はないか。
	

	
	36
	標識及び掲示板は、見やすい箇所に設けられているか。
	

	
	37
	標識及び掲示板の記載内容は適切か。また、文字は不鮮明となっていないか。
	

	検査実施日
	　　 　　年 　　月 　　日
	防火管理者確認
	

	検査実施者
	
	
	


備考【不備・欠陥がある場合は、直ちに防火管理者に報告してください。】

凡例【○－良、×－不良、◎－即時改修】


